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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 12月 5日 (2007.12.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 に 、 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ － ク 機 構 の マ ー ク 中
心 線 が 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 一 対 の 挟 持 部 材 を 所 定 位 置 ま で 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 所 定 位 置 で 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま で に 、
原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す る 第
１ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心 線 と が 平 行 と な る 様 に 原 木 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、
前 記 平 行 に な っ た 仮 想 線 に 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線
が 各 々 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動 さ せ る 工 程
と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 、 前 記 仮 想 線 が 前 記 軸 中 心 線 と 一 致
す る ま で 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 一 致 す る ま で 移 動 さ せ た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次
い で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま
で に 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ １ 】
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か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 に 、 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ ー ク 機 構 の マ
ー ク 中 心 線 が 各 々 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動
さ せ る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 、 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す
る 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 受 け 渡 す 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 共 に 、 該 受 け 渡 す 位 置 ま で 移 動
し 終 え る ま で に 前 記 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心
線 と が 一 致 す る よ う に 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 移 動 さ せ た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次 い で 第 ２ の 一
対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま
で に 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と 、
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】  原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 し 、
 
次 い で 各 々 基 台 の 定 位 置 に マ ー ク 機 構 が 備 え ら れ 且 つ 基 台 に 対 し 各 々 移 動 自 在 に 設 け た 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 両 木 口 を 挟 持 し 、
 
次 に 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す る 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 原 木 を 受 け 渡 す 位 置 へ 、
基 台 が 移 動 す る ま で に 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 と 各 マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線 と が 相 対 す る 様 に 第 ２ の 一 対 の 挟
持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ た 後 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け 、
　 次 い で 前 記 原 木 の 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心
線 と が 一 致 す る 様 に 、 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ 、
　 前 記 基 台 が 移 動 し た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次 い で 第 ２
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 し 、
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る こ と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 し 、
 
次 い で 各 々 基 台 の 定 位 置 に マ ー ク 機 構 が 備 え ら れ 且 つ 基 台 に 対 し 各 々 移 動 自 在 に 設 け た 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 両 木 口 を 挟 持 し 、
 
次 に 開 放 位 置 に 向 け て 基 台 が 移 動 し 始 め た 後 で あ っ て 、 基 台 が 開 放 位 置 に 到 達 し た 後 、 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま で に 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 と 各 マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線 と が 相 対 す る 様 に 第 ２ の 一 対 の 挟
持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ 、
　 次 い で 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 、
原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。



　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 演 算 器 に よ り 演 算 し て 求 め た 原 木 の 両 木 口 の 旋 削 中 心 に 穴 あ け を す る 等 の
マ ー ク を 付 け た 後 、 該 マ ー ク を 検 出 し 該 両 木 口 の マ ー ク を 結 ぶ 仮 想 線 と 旋 削 加 工 す る 加 工
機 の 軸 中 心 線 を 一 致 さ せ て 保 持 し 加 工 す る 場 合 の 、 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 法 に 関 す
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 の 欠 点 を 解 決 す る た め に 発 明 さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 と す
る 処 は 、 装 置 を 小 型 化 及 び 構 造 を 簡 易 化 し て 低 コ ス ト 化 す る こ と が で き る 原 木 両 木 口 マ ー
ク 付 け 供 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ６ 】
【 問 題 点 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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給 方

給 方

こ の た め 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 に 、 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ － ク 機 構 の マ ー ク 中
心 線 が 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 一 対 の 挟 持 部 材 を 所 定 位 置 ま で 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 所 定 位 置 で 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま で に 、
原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。 （ 請 求 項 １ ） と 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す る 第
１ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心 線 と が 平 行 と な る 様 に 原 木 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、
前 記 平 行 に な っ た 仮 想 線 に 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線
が 各 々 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動 さ せ る 工 程
と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 、 前 記 仮 想 線 が 前 記 軸 中 心 線 と 一 致
す る ま で 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 一 致 す る ま で 移 動 さ せ た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次
い で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま
で に 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。 （ 請 求 項 ２ ） と 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 す る 演 算 工 程 と 、
　 演 算 さ れ た 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 に 、 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 各 々 備 え た マ ー ク 機 構 の マ
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ー ク 中 心 線 が 各 々 相 対 す る 様 に 、 原 木 又 は 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 移 動
さ せ る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 す る 工 程 と 、
　 前 記 原 木 を 挟 持 し た 状 態 で 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 、 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す
る 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 受 け 渡 す 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 共 に 、 該 受 け 渡 す 位 置 ま で 移 動
し 終 え る ま で に 前 記 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心
線 と が 一 致 す る よ う に 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 移 動 さ せ た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次 い で 第 ２ の 一
対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し て か ら 前 記 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま
で に 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 工 程 と 、
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る 工 程 と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。 （ 請 求 項 ３ ） と 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 し 、
 
次 い で 各 々 基 台 の 定 位 置 に マ ー ク 機 構 が 備 え ら れ 且 つ 基 台 に 対 し 各 々 移 動 自 在 に 設 け た 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 両 木 口 を 挟 持 し 、
 
次 に 次 工 程 で 原 木 木 口 を 挟 持 し 回 転 す る 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に 原 木 を 受 け 渡 す 位 置 へ 、
基 台 が 移 動 す る ま で に 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 と 各 マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線 と が 相 対 す る 様 に 第 ２ の 一 対 の 挟
持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ た 後 、 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け 、
　 次 い で 前 記 原 木 の 両 木 口 の 各 旋 削 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 と 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 の 軸 中 心
線 と が 一 致 す る 様 に 、 第 ２ の 一 対 の 挟 持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ 、
　 前 記 基 台 が 移 動 し た 後 、 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し 次 い で 第 ２
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 し 、
　 第 １ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 を 両 木 口 で 挟 持 し た 状 態 で 原 木 を 加 工 し た 後 に 、 第 １
の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る こ と 、
か ら な る 原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。 （ 請 求 項 ４ ） と 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 を 演 算 し 、
 
次 い で 各 々 基 台 の 定 位 置 に マ ー ク 機 構 が 備 え ら れ 且 つ 基 台 に 対 し 各 々 移 動 自 在 に 設 け た 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ り 原 木 両 木 口 を 挟 持 し 、
 
次 に 開 放 位 置 に 向 け て 基 台 が 移 動 し 始 め た 後 で あ っ て 、 基 台 が 開 放 位 置 に 到 達 し た 後 、 第
２ の 一 対 の 挟 持 部 材 に よ る 原 木 の 挟 持 を 開 放 す る ま で に 、
　 原 木 両 木 口 の 旋 削 中 心 と 各 マ ー ク 機 構 の マ ー ク 中 心 線 と が 相 対 す る 様 に 第 ２ の 一 対 の 挟
持 部 材 を 各 々 移 動 さ せ 、
　 次 い で 原 木 両 木 口 に マ ー ク 機 構 に よ り マ ー ク を 付 け る 、
原 木 両 木 口 マ ー ク 付 け 供 給 方 法 。 （ 請 求 項 ５ ） と 、
　 を 提 供 す る 。
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